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研究成果の概要（和文）：本研究においては，不平等や貧困に関連した社会的評価の構成方法と公共政策の分析
を行った．第一に，公理的な枠組みにおいて，情報的基礎を広げる可能性を検討した．第二に，不平等・貧困の
検討において，中核となる「共通部分アプローチ」を理論的に検討し，拡張した．第三に，アーサー・ピグーの
厚生経済学を再検討することにより，厚生経済学の本質に不平等・貧困削減という問題があることを論じた．第
四に，産業政策や労働政策による資源配分の改善について検討した．

研究成果の概要（英文）：This study examines a method of social evaluation associated with inequality
 and poverty, and addresses the analysis of public policies. First, we investigate a possibility of 
extending informational basis of social evaluation. Second, we extend the "intersection approach", 
which is a core principle of evaluating inequality and poverty. Third, we revisit "welfare 
economics" of Arthur Pigou, and argue that the reduction of inequality and poverty is at the core of
 his welfare economics. Fourth, we examine a possible improvement of resource allocation by 
industrial and labor policies. 

研究分野： 厚生経済学
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１．研究開始当初の背景 
 現在，各国において格差が広がっており，
多くのひとびとが貧困にあえいでいる．アメ
リカの貧困と不平等は，広く指摘されている
ところだが，日本でもその兆候がみられると
の指摘がなされてきた． 
不平等と貧困の研究は社会状態の評価と

結びついている．これまでの多くの研究は，
所得という一次元に注目して分析を行って
いる．一方で，ひとびとの福祉は，所得に限
らない幅広い要因に結びついており，選好も
重要な要素の一つと言える．こうしたさまざ
まな要因を考慮に入れつつ，社会状態を評価
する必要がある．こうした評価のもとで，公
共政策を通じて社会を改善していかなけれ
ばならない． 
 
２．研究の目的 
（１）まず，社会的評価の方法を考察する．
まず，貧困や不平等といった社会的評価の本
質にあるのは，その情報的基礎である．所得
だけでなく，さらには厚生だけでないような，
多元的な情報的基礎を検討するような枠組
みを構成する必要がある．多元的情報的基礎
に目を向けながら，不平等と貧困削減のため
の公平な評価の方法を探るのが第一の目的
である． 
（２）そして，不平等や貧困削減のためには，
政策的対応が必要である．それは，労働政策，
産業政策，課税方法など様々なものが考えら
れる．具体的な公共政策による評価の達成に
ついて検討していくのが第二の目的である． 
 
３．研究の方法 
（１）まず，社会的選択理論および理論厚生
経済学の分析に基づいた不平等と貧困を研
究する枠組みの構築可能性について検討す
る．社会的評価方法の分析において，もっと
も基本的なものは，アローによる不可能性定
理である．この定理の枠組みは，情報に関す
る制限を含んでおり，その制限の意義を検討
する．こうした点を踏まえて，不平等と貧困
に関する公共政策的含意を導く． 
（２）不平等と貧困は，２０世紀初頭に大き
く注目された．現在の不平等は，その時代と
似た状況になっていると言われる．２０世紀
初頭は，厚生経済学が誕生した時代でもある．
創始者であるアーサー・ピグーと関連する著
作に立ち返り，不平等と貧困に関する幅広い
問題を検討する． 
（３）企業における生産活動は何らかのかた
ちで効率性と公平性に影響を与える．特に，
グローバリズムの影響は，企業の競争形態や
企業内の組織構造に影響を与え，その結果と
して，資源配分が変化し，不平等と貧困が生
じているという状況にある．企業間と企業内
の構造に注目した資源配分の問題を検討し，
公共政策の介入の可能性を検討する． 
 
４．研究成果 

（１）通常の社会的選択理論の枠組みでは，
厚生主義または資源主義が想定される．ほと
んどの不平等指標や貧困指標は，このどちら
かの立場を採用していると言ってよい．社会
的評価のドメインを，こうした情報を超えて
検討することは重要な問題であると言える．
事実，潜在能力といった概念は，厚生主義や
資源主義を超えた枠組みと言える．非厚生情
報や非帰結的情報を扱える抽象的な枠組み
をもとで，非厚生主義的な社会的選択の構造
を明らかにした． 
 さらに，アローの定理の独立性の条件は，
情報を制約する公理であることが知られて
いる． この情報的制約を緩めることが，ど
のような意味を持つのかを検討した．まず，
選択肢が多く存在する場合には，独立性は非
常に緩やかな条件であり，独立性より弱い公
理から導かれることが示された．このことは，
不平等や貧困を検討するドメインである経
済環境では，ある面で弱い条件であることを
含意する． 
 もう一方では，独立性の要求を，それが取
り扱う情報の側面を維持しながら，弱めたと
しても不可能性からは逃れられないことが
示された．このことは，情報的基礎を拡げる
重要性を示唆する． 
 情報的基礎を拡げることで，公平性の概念
を適切に取り込める可能性がある．もっとも
よく知られた公平性の概念は，「無羨望条件」
という条件である．経済環境において，効率
性と公平性の両方を適切に考慮に入れた社
会的評価方法こそが，貧困と不平等のもっと
も合理的な基礎となる．無羨望条件を，時間
的広がりや空間的広がりのなかで説得的に
ように一般化した条件を考察することによ
り，その応用範囲を広げた． 
（２）不平等指標と貧困指標におけるもっと
も有力な評価方法の一つが「共通部分アプロ
ーチ」である．これは，複数の不平等指標や
貧困指標の間で共通となる判断を規範的に
「安全な」判断として採用するというもので
ある．この方法のもとでは，判断が行われな
い可能性がある．すなわち，判断留保がこの
アプローチの鍵と言える．このアプローチの
本質は二項関係上の「操作」であるが，操作
の抽象的構造に注目して，共通部分アプロー
チの含意と拡張について検討した． 
（３）ピグーの厚生経済学は，貧困に対する
対策として構築されたと言える．ピグーの時
代には，イギリスをはじめ，ヨーロッパの各
地において，苦しい生活を強いられるひとび
とがいた．ピグーは目の前の貧困を解決する
ための道具として，厚生経済学を彫琢したの
である．ピグーは，功利主義者として，厚生
主義的な枠組みをもとにして，議論を進めて
いる．ピグーの第二命題と呼ばれる，富裕層
から貧困層への移転を是とする命題は，不平
等測度の研究におけるもっとも基礎的な基
準を与えるものである．一方で，ピグーは，
今日の厚生経済学の分析と異なり，階級的構



造に注目しているという特徴がある．ピグー
の厚生経済学は，２１世紀に至り，彼の時代
の不平等と貧困に近づいてきた今日，非常に
示唆的なものであることが分かった． 
（４）グローバリズムの結果として，国際競
争は活発化している．多くの他国企業が国内
で活動を行っている．まず，他国企業の割合
と最適関税の関係について検討した．関税は，
税収入という面では大きなものとならない
が，それが資源配分に与える影響は大きい．
最適な関税の構造は，非単調なものであるこ
とが明らかになった．さらに，企業内の分配
についても明らかにした．労働者のスキルが
観察できない場合には，時間を通じて，雇用
者がそのスキルを学習していく必要がある．
こうした枠組みでは，労働者が，自身の将来
の行動にコミットメントができないことに
よって，不平等が生じる．企業特殊的人的資
本の存在は，企業へのコミットメントのデバ
イスとなることを通じて，企業内の労働者の
分配を改善することが明らかになった．この
ことは，企業内のコミットメント構造や人的
資本の構造を変化させる政策により，分配を
改善できることを意味する． 
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